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第３９１回 
株式会社テレビ新潟放送網 

放送番組審議会 

 

１ 開催日時 ２０２２年９月２６日（月） 

２ 開催場所 テレビ新潟本社 

３ 委員総数 ８人  出席委員 ７人 

  出席委員 

若杉 隆平 委員長   田村 明子 副委員長 

    富田 智晃 委員    大久保千春 委員   

    栁川かおり 委員    本宮 宏美 委員 

     迫  一成 委員         

  会社側出席者 

常務取締役      増子  隆 
取締役コンテンツ本部長          寺内 邦彦 
コンテンツ戦略局長兼番組審議会事務局長  羽田  朗 
報道制作局長               竹野 和治 
報道制作部制作チーム担当部長       須山  司 
合評番組プロデューサー          倉島  実 
事務局             道場拓哉  坂上 寿史 
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４ 議 題 

１） 番組合評 

「ドキュメント新潟 つぐ～事業承継ラプソディ～」  

   (２０２２年７月３１日（日）１６:５５～１７:２５放送）  

 

２）「日本民間放送連盟・放送基準」改定に伴う 

「ＴｅＮＹテレビ新潟・放送基準」変更について 
 

３）会社報告 

① ７月、８月の視聴者の意見   （報告：番組審議会事務局） 

② 訂正放送、取り消し放送の有無 （報告：番組審議会事務局） 

③ 講じた措置、議事概要の公表    （報告：番組審議会事務局） 

 

４）その他 

 

５ 審議の概要 

   会社側からは、「日本酒の未来について取材していた過程で上越酒

造が事業承継するというニュースが入ってきた。時代を感じるニュース

だったため、事業承継の調印式の前から追いかけることにした。調べて

みると、２０２５年までに７０歳を超える中小企業の経営者が２４５万

人いて、そのうちの半数の１２７万人が後継者が決まっていない、さら

に廃業を決めた中小企業のうち６割は黒字であるということを知り、廃

業は技術や伝統や地域の損失につながると考え番組化した。また、黒字

経営のヒカリ食品という会社を元ピッチャーの方が受け継ぐということ

で取材を進めた。それぞれ子どもや親族ではない第三者への事業承継が

成立し、技術やブランドを守ることができただけでなく、新たな価値も

生んだ２つの会社を通して、人口減少社会の中で深刻さが増している後
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継者の問題を浮き彫りにするとともに、事業承継という道を選んだ経営

者たちの思惑や葛藤を描いた。」という趣旨の説明があった。 

 

（委員の意見） 

●事業承継と最近よく聞くが、具体的にどのような割合でどうやってい 

 るのか分からなかった。番組では数字を使い現状を伝えていて非常に 

わかりやすかった。  
●上越酒造の飯野さんの「自分で変えていかないといけないのに世間が

変えてくれると思っていた」という言葉が印象的だった。 

●ナレーションがとても落ち着いていて聞きやすかった。 

●「つぐ」というロゴが丁寧に作られていない感じがした。 

●事業承継を支援する仕組みと、その機関が既に新潟に存在しているこ

とをこの番組で初めて知った。 
●具体的な二つの事例から未来への希望がストレートに伝わってきた。 

●後継者探しに悩む人たちにとっても、自分が必要とされる仕事を模索

している若者たちにとっても、大きなヒントと勇気をもらえる番組。 
●職人の仕事を継承するのは難しい部分が多いと思っていたが、機械化 

して定量化して客観性を持たせてできるようにする方法は、いろいろ 

なところで通用すると思った。 

●硬い内容だが、人間のドラマがあったので惹きつけられた。 

●飯野さんの謙虚な一言や、川口工場長に常に声掛けをしている様子を

見て、本当にこの人を応援したいと思って番組を見ていた。 

●ヒカリ食品を受け継いだ中山さんが絶対ここだと思った理由や、上越

酒造の飯野さんがいくつか承継候補を断ったときに何が譲れなかった

のかなどを聞きたかった。 

●中小企業の後継者不足の深刻さを強調するのではなくて、事業承継と

いう解決策があることをわかりやすく伝えたとても良い番組だった。 
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●これまでの「ドキュメント新潟」は、番組冒頭に説明があり本編でも

同じ内容を見せられている感覚が若干あったが、今回は最初に「公営

ギャンブルの運営会社、その狙いとは？」、「おかゆメーカーの新社長、

その意外な経歴」などを出して、本編でそのなぞ解きをしていた。二

度見させられている感覚がなく楽しく見ることができた。 

●事業承継というとハゲタカ的な感じがして悪いイメージがあったが、

稀有な事例を見せてもらい心が和やかになった。 

●受け継いだ企業の熱意や思いを熱く語ってもらうと、視聴者も納得が

いったのではないか。 

●事業資産をどう見積もるのかなど、事業承継のどこが難しいのかがわ

かるような部分があると番組としての深みが出てくると感じた。 

●形式にとらわれずに自由にいろいろなものを繋ぐというイメージの

「ラプソディ」という言葉を無理して使わなくてもよかったのではな

いか。 

 

６ 「日本民間放送連盟・放送基準」改定に伴う「ＴｅＮＹテレビ新潟・ 

放送基準」変更について 

   「ＴｅＮＹテレビ新潟 放送基準の変更に関するご説明資料」と、

改正理由も記載された「民放連 放送基準 新旧対照表」を配布。

資料を参照して来月の審議会で諮問し、審議いただくことを会社

側から説明した。 

 

７ 会社側の報告 

１）放送番組に関して申し出のあった意見の概要 

７月……１２３件 

８月……１４２件 
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２）訂正放送、取り消し放送の実施状況 

前回審議会の開催日(２０２２年７月２５日) から、  

昨日(２０２２年９月２５日)まで総務省に届け出た 

訂正放送、取り消し放送はありませんでした。 

 

８ 審議機関の答申または意見（前回審議会）に対してとった措置 

１） 前回第３９０回審議会では「ドキュメント新潟 彼女ががんを

発信するワケ」を審議いただき、委員の意見は議事概要にて記

者、制作スタッフ、社内に周知しました。 

２） 番組審議会議事録を全社員・スタッフに共有しました。 

 

９ 今回の第３９１回放送番組審議会の公表 

１） テレビ新潟本社、長岡支社、上越支局の県内事業所に 

議事概要の書面を準備しています。 

２)  当社のニュースで審議会の概要を放送します。 

３） ＴｅＮＹホームページに議事概要を掲載します。 

  

10 参考事項（委員への配布資料） 

・第３９０回番組審議会議事録 

・７月、８月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・ＢＰＯ報告（Ｎｏ.２４１） 

・民間放送新聞（２２０６号、２２０７号） 

以上 


